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研究成果の概要（和文）：アスリートを対象とするスポーツカウンセリングは，意識レベルだけ
でなく無意識の層にまで彼らの理解を拡げるため，既知見の少ない無意識レベルからの特性を
見出す必要があった．本研究では心理サポート事例を検討し，トップアスリートの内的世界の
特徴を把握すること及び競技力向上に伴う内的変容の様相を明らかにすることを目的とした．
結果として，心理サポートで語られるアスリートの体験している身体から，彼らの内的課題や
その変容を捉えることが可能であり，それはさらに表現療法作品を重ね合わせることでより理
解が深まることが明らかとなった． 
 
研究成果の概要（英文）：Since the Sport counseling requires to extend an understanding 
for athlete not only to a consciousness level but also an unconscious domain, it was 
necessary to gain new findings on unconscious aspects. The purpose of this study was to 
gain perspectives on the internal psychological traits and to understand a phase of 
internal task change in relations with performance enhancement by elite athletes. It was 
shown that the athlete’s narratives in a psychological session about the experience they 
say their bodies go through help us understand their internal tasks and changes. 
Furthermore, athlete’s drawings are also seemed to be useful to deepen this 
understanding. 
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１．研究開始当初の背景 

日本におけるアスリートの心理サポート

では，大別するとスポーツメンタルトレー

ニング（以下，SMT）とスポーツカウンセリ

ング（以下，SpC）の 2つのアプローチがあ

る． 前者は，意識レベルないしは行動レベ

ルに焦点を当て，必要とされる心理的スキ

ルの指導を通して強化を図っている．一方，
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後者は，臨床的ないしは準臨床的問題・課

題も対象としていることから，サポートに

おいては，意識レベルだけでなく，無意識

的なレベルにまでアスリートの理解を広げ

る必要がある．特に，トップアスリートの

ように競技レベルが高くなればなるほど，

高いプレッシャーがかかり，彼らは自身の

無意識レベルからの動きとも対峙せねばな

らず，サポートする側はアスリート理解の

幅を広げることが求められている． 

ところで，これまでのスポーツ心理学で

は，アスリートの理解に対して，意識レベ

ルあるいは行動レベルからの理解に偏って

きた．その背景には，1970年代に米国のモ

ーガンによる「競技者は健康的でなければ

高い競技成績をあげることはできない」と

の主張の影響により，アスリートのパーソ

ナリティのポジティブな側面への注目が高

まったためとの指摘もある（中込，2008）． 

しかし，アスリートの心理サポートの実

際においては，意識・行動レベルからだけ

のアプローチいわゆる狭義の SMT では，ア

スリートの訴えの背後に潜む内的な課題を

扱うのに限界を感じる．これは SMT を主な

バックボーンとする専門家からの，技法教

育を介した関わりの中で選手の本来の訴え

が見えてくるとの主張からも確認できる

（織田，2008）．特に，競技レベルが高くな

ればなるほど、アスリートは競技現場で自

身の無意識の動きと向かい合い，そして無

意識的なエネルギーをいかに現実の動きに

繋げるかといった課題が強く求められる．

このようなことからも，これまでの特性論

を下敷きにしたパーソナリティテスト（例

えば，YG，16PF，DIPCA，他）では，アスリ

ートの内的世界の理解に限界があったと受

けとめねばならない．さらに，本研究代表

者は，所属する国立スポーツ科学センター

において，オリンピック選手をはじめとす

る国内のトップアスリートの心理サポート

を行っている．ここでの実践経験からも，

彼らの無意識レベルまでの理解の重要さを

実感している．たとえば，個別サポートを

継続する中で，アスリートの内的世界の理

解のために風景構成法をはじめとする描画

法を用いることがある．彼らの作品の多く

は，病的なサインとも受け止められる表現

が一部で見受けられると同時に，健康的な

サインを作品の中に混在させているのであ

る（中込，2008）．それらの平均から逸脱し

た特徴が現実のパフォーマンス発揮にどの

ように生かされているのか，検討すべき課

題となっている． 

このようなことから，競技スポーツならび

にアスリート個人のメンタリティ（心性）を

無意識レベルで明らかにする必要があると

考えた．これまでに，ロールシャッハテスト，

バウムテスト，風景構成法，等によるアスリ

ートの心性の断片的な報告はある．しかし，

その多くは特徴を明らかにするだけであり，

研究知見をサポートに生かす視点が少なか

った．またそこでは，報告者が所属する大学

アスリートを対象者とし，集団施行すること

が多く（対象者の付帯情報が少ない），必ず

しもトップレベルのアスリートとは言い難

い．対象者を限定しながらもさらに分析資料

を増やすことによって，新たな知見を提示で

きるはずである． 
 

２．研究の目的 

本研究では，トップアスリートの心理サ
ポート体験過程を資料とし，アスリートの内
的世界の特徴を把握すること，そしてさらに
彼らの競技力向上・実力発揮に伴う内的変容
と身体の関係ついて明らかにすることを目
的とする． 

 

３．研究の方法 

（1）分析対象と資料：個別心理サポートを
自発的に受けたアスリートを対象とし，彼ら
との個別セッションの中で語られた逐語記
録や，アセスメントあるいはサポート経過の
中で随時行われた風景構成法作品（The 
Landscape Montage Technique: LMT）を分析
の資料とした． 
（2）分析の方法：資料の分析にあたっては，
臨床学によるアプローチを採用し，その柱と
なる事例研究法を用いた． 
 
４．研究成果 
ここでは，本研究の主たる分析である事例
の検討から得られた成果を報告する． 
 
（1）事例の提示 
①事例 A  20代女性 個人種目 
A の主訴は競技上の動作遂行不具合であり，

彼女は競技の主動作に入る前の準備段階の
動きについて語った．特に動きの後半で、ぎ
こちなくなり，立ち止まってしまうと述べた
語りから，その動きは大地を捉え大きく飛躍
するために，エネルギーを貯めいかに放出す
るかといったイメージを聴き手に抱かせた． 
A はこれまでの状況について，競技レベルが
向上した頃から，周囲の関わりに変化があっ
たと述べ，そして周囲からの期待に応えよう
と，要求されることすべてをこなそうとする
が，自身の納得のいくトレーニングとはなら
ず，これまでの競技スタイルを崩すまでに至
った．数年前から師事していた指導者に対し



 

 

て，「最初はコーチに認められたいと思って
がんばったが、最近のコーチからは情熱が感
じられない」と指導者に対する否定的な感情
を抱き，「自分がもっとしっかりしないとい
けない」と新たな取り組みへ動き始めていた． 
面接初期に実施した LMTは画面半分より上

に大きく 3つの峰が連なる山を描き，その山
の麓に一本の線を沿わせた．また，重なるよ
うに描かれたスティッグフィギュア（人），
家，木のアイテムが印象的であった． 
面接の中盤では，周囲の競技者が順調にト

レーニングする姿を見て生じてくる焦りの
気持ちを，「自分は自分だから・・・以前の
良い状態を何回も何回もイメージしている」
と消極的な感情を知的に処理し，積極的な方
向へ変えようとしている様子を語った．一方
で，トレーニングへの具体的な取り組みにつ
いては，日々の体調やトレーニング状況を振
り返る際に，身体の感覚に対して微細に感じ
とり，その時々の身体的コンディショニング
で行えるトレーニングを主体的に考え実施
していた．  
面接の後半期に出場した主要大会にて，主

訴で語られた動作遂行の際に不測の事態が
生じた．普段とは異なる動きをしてしまい，
右下腿部の痺れをきたした．周囲が過剰に心
配する中，A はその時の状況をじっくりと振
り返り，身体に起きた痺れなどその時の身体
感覚を味わい直すように語った．後に行われ
た大会でシーズンの個人最高成績を収めた．
その後，自身の競技への取り組み方の変化に
ついて語り，来談当初よりも安定してきたと
ころで終結となった． 
 

②事例 B  20代女性 個人種目 
B は試合前になると身体的不調をきたすこ

とや，家族からの期待が圧力となっているこ
とを訴えた．また周囲の人に気を使い，「相
手に合わさないといけないと思ってしまう」
と自己を前面に押し出すことなく接してし
まうことや，何をしていても他者と比べて自
身が劣っていると感じてしまうことを述べ
た．これらのことを強く意識し始めたのは，
B自身が国際大会に選出された頃であった． 
LMT の作業では，川による画面分割に失敗

するが，そこから構成し直し作品を完成させ
た．数多く描かれた人は全てスティッグフィ
ギュアで，散りばめられた色とりどりの花に
は茎がなかった．空中に浮いたように描かれ
た川には多くの石が並べられた． 
面接初期では，対人関係に対する不安や怒

りの感情が表現されたが，一方で競技に関わ
ることでは，足元の道具の選択や使い方につ
いて語られた．足元の道具は自身の足首を守
るものでもあるが，硬すぎても柔らかすぎて
もパフォーマンスには適さず，ほどよい可動
域が必要と語り，それについて「積極的に足

を動かしていくことで，縦にも横にも動かせ
るようにしていく」と主体的に空間の広がり
を作る様子が語られた． 
面接の後期では，体幹に関するトレーニン

グについて言及し，骨盤の使い方にコツがあ
ると自身の身体の使い方について語った．自
身の身体に対して主体的にかつ積極的に働
きかけることで，新たな動きを獲得するが，
その頃から周囲に対して自身の意見を言え
るようになってきたと話した．そして周囲に
対する関わり方やパフォーマンススタイル
が変化し，安定したかと思われたころに自己
最高成績を収めるが，同時に腰の怪我をきた
した．大きな怪我にも関わらず，むしろ怪我
をきっかけに改めてパフォーマンスを変え
るポイントとなった体幹への意識を強めて
いった．主要となる大会では，求める結果は
得られなかったが，来談当初の訴えはなくな
り，ひとまずの自立をしたところで終結とな
った． 
 
（2）事例の討議 
本研究で提示した事例からは，競技におけ
る環境や自身のレベルの変化が，新たな心理
的課題に向き合うきっかけとなっていたこ
と，そしてその課題に対してアスリートが自
身の身体（パフォーマンス）にどのように関
わるかが課題克服に重要であることが示さ
れた．ここでは 2つの視点からアスリートの
身体について考察したい．  
 
①内的課題の身体化 
河合（2003）は心理療法を行う上で，クラ

イエント本人にとっても客体として見られ
る「体」と本人が主体的に生きている「から
だ」と区別して考えることが重要で，それら
を区別しつつ本人の意識の関与のあり方に
対して，関わる側の配慮が必要であると述べ
ている．アスリートは，身体そのものを使い
自己表現しているため，その人らしさはパフ
ォーマンス，つまり身体を通して表現される．
それゆえパフォーマンスの崩れは，自我違和
的な状況にあると捉えられ，自身の内的課題
への取り組みのきっかけとなることが多い．
本事例では，アスリートの競技水準の変化に
より，環境からの刺激も大きく変わったこと
が窺え，その変化にアスリート自身が混乱し
ている心的状況が語られた．A の場合，LMT
と面接の中での言及から，A 自身のアイデン
ティティの揺れが課題となっていると筆者
は見立てた．また，男性指導者に対する「認
めれられたい」という気持ちは，彼女の競技
レベルの変容によりネガティブな感情へと
移り変わった．また他者に向けられる感情の
変化と共に，「自分がしっかりしないといけ
ない」と自己に注意を向け，主体的に心理的
課題に向かって動き出すきっかけとなって



 

 

いた．主要な動作は地上から空中へ大きく飛
び出すものであり，そのための準備段階での
動きにおける動作失調は，自己否定の体験を
通じて自身の内的世界に直面することとな
り，新たな自己確立のきっかけとなっていた．
B の場合は，国際大会への出場をきっかけに
周囲からの関与が強くなったが，その周囲か
らのエネルギーが強くなることで，自身の性
格特性を強く感じることとなり，人に合わせ
ることや自己評価の低さといったネガティ
ブな自己像が大きくなったことが窺える．競
技での課題については，足元を固める窮屈な
道具をいかに自分から働きかけて使いやす
くしていくかを意識的な課題としており，主
体性を築く作業の始まりでもあった．自己の
世界を作り出す動きは LMTにも表現され，最
初の空間分割の失敗をその後自身の力で風
景とさせた様子からも窺えた．競技に関する
言及から内的世界の様子を捉えるにあたり，
LMT といった心の深層からのメッセージを重
ね合わせることで，彼らが取り組む課題が把
握しやすくなることもここに加えておく． 

  
②身体への関わり 
身体を「露出した無意識」（中島，1996）と
捉える視点からすると，アスリートの日々の
トレーニングは，自身の身体との積極的な関
わりであり，彼らは日常の営みの中で自我と
無意識とを対峙させていることになる．そし
て，人間の自己治癒力を重要視し，自我の強
さでもって無意識からの心理的圧力に取り
組むことで人間の全体的な成長を説明する
分析心理学から捉えると，アスリート自身の
身体感覚への主体的な働きかけはまさに自
我の中に無意識からの新たな可能性を積極
的に取り入れることで，彼らが全人格的成長
を遂げていると考えることができる． 
A は他のライバル選手がそれぞれにコンデ
ィションを調整していくのを感じ，「自分は
自分だ」と強く言い聞かせるように振る舞う
がそれは一方で A自身が振り返るように，「そ
う考えることで不安を消そうと無理矢理し
ていた」と意識で統制することの限界を感じ
ていた．しかし一方で，日々のトレーニング
を振り返る際には，「○○の部位が固くなっ
ていたから，明日は練習量を落としてみる」
や，大会での不測の事態に対しては，「地面
に着いた時に痺れを感じたが，右足がじんじ
んとしてきて，それがだんだんと・・・」と，
自身の身体に起こっていることをひとつひ
とつ丁寧に味わうように再体験していた．身
体を通して自己に出会うことでアイデンテ
ィティ再確立の作業を行っていた． 
また B の場合でも，競技で重要となりかつ
自身を支える道具に対して，「以前は道具が
進行方向を決めていて，こうしたいと思って
もうまく扱えなかった．しかし，今は積極的

に道具を動かすことで，自分にフィットする
ように調整している」と述べたように，B 自
身が積極的に身体を感じ，道具そのものを含
んで自身の身体として関わろうとしていた．
現代のトレーニング科学は効率的・合理的に
競技に必要とされる肉体を強化することに
大きく貢献しているが，一方で，自身の身体
を自身と切り離して対象化することにも繋
がっている．アスリートが自身の身体に対し
てどの程度主体的な関わりを持ちながらト
レーニングを行っていくかは，彼らが身体を
強化させるだけでなく，彼らの心理的変容に
も繋がっており，身体を無意識と捉えるなら
ば，それは意識と無意識とを統合させるよう
な全体性の広がりと言えよう． 
身体のもう一つの側面についても触れてお
かねばならない．自我の支えが魂の重荷にな
ると河合が言うように，人間には強く意識し
て行為・行動を行おうとしても、その自我の
器が無意識からの圧力を受け入れられるほ
どに大きくなければ，様々な形で不具合が生
じるといった心理力動的な動きが生じる．B
は自らの身体に積極的に働きかけることで，
主体的な在り方を模索しているようであっ
た．そして主観的に感じる身体に変化が現れ，
それが競技力に結びつくようになってきた．
しかし，そのように自身の感じ方の変化と機
を同じくして，身体の中心的な部分の怪我を
きたした．主体的にかつ積極的に身体を介し
て自己と向き合う時，それはさらけ出された
無意識そのものと関わることになり，自我の
強さを超えた課題と対峙することになるこ
とを示している．それらは自身ではコントロ
ールできない怪我などのような表現をとる
ことが多い． 
アスリートの心理支援の中で，彼らが身体
を介して取り組む作業を，彼らが語る心的世
界を窓口として専門家は共有するが，彼らが
行っている心理的作業が心のどの層の動き
において活発になっているのかを注意深く
感じる必要がある．特に自我レベルでコント
ロールできない事柄が起きてきた時は慎重
になるべきであり，身体からのメッセージを
専門家がいかに受け止めるかが心理サポー
トには重要である． 
 
（3）まとめ 
本研究では，アスリートの心理サポート事

例から彼らの内的課題に対する取り組みと
身体との関係についてその特徴を検討した．
特に自立や主体性の獲得といった内的課題
に対して，そのきっかけにパフォーマンスの
崩れや身体的不調などが伴っていた．心理的
護りのある空間で（面接室），聴き手がいる
安心感に包まれ（専門家の存在），アスリー
トが自身の競技や競技生活について語るこ
とで，彼らは主体的に身体と関わり自己形成



 

 

の過程を歩んだ．また一方で意識的な取り組
みが強くなり，その時の自我レベルでは取り
組みが困難となる場合には，主体的には対応
できない怪我といった身体化が出現した．ア
スリートの語る身体には、主体的な内的成長
に関する意味と、意識できない部分（無意識）
からのメッセージとしての意味があると言
える． 
このようにアスリートの心理的取り組み

には，彼らが自己の身体をどのように生きる
かといったテーマが存在し，それに対してい
かに専門家が開かれているかが重要となる．
その際，彼らの体験をイメージレベルで共有
できる聴き手（専門家）とアスリートとの両
者の関係性が問われることとなる． 
ところで，身体を象徴的に捉えること自体

は，臨床学の柱である事例研究（特に身体を
通じた自己表現に勤しむアスリートを対象
とする場合）において重要な概念となる．そ
れは因果関係による理解では捉えきれない
事象に対して，相補的に機能する共時的な理
解の科学，すなわち臨床学でもって可能とな
る．ただし長岡（2011）が指摘するように，
実践者（研究者）が自ら現象に関与し，どの
ように身体を体験しているかが重要であり，
その記述にはさらに専門家自身の資質の向
上が求められる．このような視点を持ちつつ，
今後もアスリートの身体性と心理的課題と
の関わりに注目することで，アスリートの心
理的成長と競技力との関係について新たな
知見が得られると期待される． 
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